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2004年秋季特別展開催にあたって

名古屋大学附属図書館所蔵「高木家文書」は、旧交代寄合旗本高木家に伝来した総点数
10万点規模の一大古文書群であり、近世・近代を通じた政治・文化・社会に関する多彩
な内容を含む中で、とりわけ木曽三川流域治水史料の宝庫として注目を集めてきました。
名古屋大学附属図書館及び同附属図書館研究開発室では、これまでの研究成果をふまえ、
さらに高度な活用をめざして、高木家文書及び関連史資料の継続調査・研究を行うとと
もに、その成果を地域貢献活動にも活かすため、愛知県教育委員会及び岐阜県上石津町
教育委員会と連携し、「木曽三川流域の歴史情報資源の調査・研究」プロジェクト（文部
科学省地域貢献特別支援事業）を進めています。
今回の特別展では、上記プロジェクトで新たに調査を開始した東高木家文書（森川勝
之助氏所蔵）について、その成果の一端をご紹介します。この東高木家は、前回の「川
とともに生きてきたⅡ」で関係史料が初公開された北高木家と同じ高木家の分家であり、
協働して木曽三川流域治水を管掌していたことが知られています。今回のプロジェクト
を通じて、これら高木三家の文書群全体を認識する土台が確保できたことは、今後の研
究や資料の活用にも大きな発展にもつながるものと期待されます。
この東高木家文書を含めた高木三家の文書群は、平成16年度科学研究費の措置をうけ、

「高木家文書デジタルライブラリー」として構築中であり、展示期間中は館内で試験公開
されますので、是非こちらもご覧下さい。
東高木家文書に含まれる巨大な絵図や墨色鮮やかな古文書、さらにはデジタル展示を通
して、川という自然と人間がどのような関係を築いてきたのか、災害と地域社会の問題、
及び自然との共生などについて考える機会にしていただければ幸いです。
なお、この特別展を契機に、名古屋大学附属図書館における市民、学生、及び図書館職
員との交流を軸とする「名古屋大学附属図書館友の会」が発足します。名古屋大学附属
図書館と社会を結びつける組織として発展することを期待し、多くの方々のご参加とご
支援をお願いいたします。
最後になりましたが、特別展を開催するにあたり、貴重な史料をご出品下さいました所
蔵者の方をはじめ、ご後援、ご協力いただきました関係各機関及び各位に対し、厚くお礼
申しあげます。

2004年10月　名古屋大学附属図書館長　
 同附属図書館研究開発室長
 教授　伊 藤 義 人
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（参考）〔木曽三川流域大絵図（宝暦治水前）〕（西）156.0×196.0 ㎝
高木家が河川管理に用いた、宝暦治水（1754-55年）以前の流域環境を示す絵図。養老断層に沿って沈み込む東高西低の土地傾斜を反映し、三
川が網の目状に結合した様子が描かれている。
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二
○
○
四
年
は
、
新
潟
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
豪
雨
被
害
が
続
出
し
、
川
と
い
う
自
然

の
怖
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
年
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
川
は
、
地
球
に
お
け
る

水
や
物
質
の
循
環
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
、
私
た
ち
に
大
き
な
恵
み
を
も
た
ら
す
一

方
、
時
に
は
そ
の
す
べ
て
を
奪
い
尽
く
す
力
を
あ
わ
せ
持
っ
た
両
義
的
な
存
在
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
人
は
そ
の
川
を
み
つ
め
、
川
と
と
も
に
生
き
、
川
と
の
共
存
に
む
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
営
み
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
域
、
地
域
に
固
有

の
文
化
も
育
ま
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

い
ま
、
環
境
問
題
や
災
害
予
防
の
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
地
域
固
有
の
気
候
風
土
に
対

応
し
た
自
然
環
境
と
の
つ
き
あ
い
方
に
も
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
世
代
を

も
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
こ
の
川
と
い
う
自
然
と
人
と
の
理
想
的
な
関
係
を
築
い
て
い
く

に
は
、
治
水
史
と
い
う
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る
人
々
の
経
験
に
学
び
、
自
然
と
と
と
も

に
生
き
る
方
向
へ
と
思
考
を
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
思
い
で
周
囲
を
見
渡
し
た
時
、
私
た
ち
の
身
近
に
は
、
そ
の
学
び
の
場
と
な

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
輪
中

景
観
や
水
屋
と
い
っ
た
独
特
の
水
文
化
で
知
ら
れ
る
木
曽
三
川
流
域
で
あ
る
。
今
で
は
、

豊
か
な
水
と
肥
沃
な
土
壌
に
恵
ま
れ
た
水
郷
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
つ
つ
あ
る

が
、
か
つ
て
は
全
国
有
数
の
洪
水
常
襲
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
宝
暦
治
水
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
治
水
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
養
老
断
層
に
そ
っ
て
沈
み
込
む
東
高
西
低
の
土
地
傾
斜
（
濃
尾
傾
動

地
塊
）
と
い
う
自
然
的
条
件
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
当
該
流
域
で
は
、
木

曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
順
に
河
床
が
次
第
に
低
く
な
っ
て
お
り
、
下
流
部
で
は
三
川

が
網
の
目
状
に
結
合
し
、
最
大
流
量
を
誇
る
木
曽
川
の
水
は
、
大
量
の
土
砂
を
と
も
な
っ

て
長
良
川
・
揖
斐
川
へ
押
し
寄
せ
、
両
川
で
の
逆
流
・
洪
水
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
自
然
的
条
件
に
加
え
、
統
一
権
力
の
登
場
を
背
景
と
す
る
江
戸
時
代
の
大
規

模
な
開
発
は
、
生
産
力
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
河
道
固
定
に
よ
る

遊
水
機
能
の
低
下
、
土
砂
滞
留
に
よ
る
河
床
の
上
昇
や
悪
水
の
発
生
（
輪
中
か
ら
の
排
水

障
害
）
を
も
た
ら
し
、
流
域
の
人
々
を
苦
し
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

今
回
の
特
別
展
で
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、江
戸
時
代
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
「
川

と
と
も
に
生
き
て
き
た
」
の
か
、
新
た
に
調
査
を
開
始
し
た
東
高
木
家
文
書
を
事
例
に
、

あ
ら
た
め
て
人
と
自
然
の
関
係
史
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

川
と
と
も
に
生
き
て
き
た　

Ⅲ

東高木家屋敷絵図　年未詳　（筒井稔氏所蔵）
屋敷は、伊勢街道に面した西側の長屋と高壁で囲まれた約900坪の敷地中央に位置し、各部屋ごとの名称や広さ
がわかる。別の享保7年 (1722) 絵図によれば、屋敷全体の畳数306畳、戸障子420本であり、その規模がうかがえる。

113.2×58.6 ㎝
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今
回
の
特
別
展
で
と
り
あ
げ
る
東
高
木
家
は
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る

高
木
家
文
書
（
総
点
数
約
十
万
点
、
継
続
調
査
中
）
を
伝
来
し
た
西
高
木
家
の
分
家
で
、

同
じ
く
分
家
の
北
高
木
家
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
木
曽
三
川
流
域
治
水
を
管
掌

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

東
高
木
家
旧
蔵
の
治
水
文
書
に
つ
い
て

　

こ
の
高
木
三
家
の
祖
高
木
貞
久
は
、戦
国
期
に
養
老
山
地
東
部
の
駒
野
・
今
尾
一
帯
（
現

在
の
南
濃
・
平
田
町
域
）
に
勢
力
を
張
る
土
豪
で
あ
り
、
斎
藤
道
三
や
織
田
信
長
に
つ
か

え
た
。
し
か
し
三
家
は
、
天
正
十
八
年
（
一
八
九
○
）
豊
臣
政
権
に
美
濃
を
追
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
関
東
で
家
康
に
庇
護
さ
れ
、
関
ヶ
原
合
戦
後
、
近
江
・
伊
勢
と
国
境
を
接
す
る

美
濃
国
の
時
・
多
良
（
現
岐
阜
県
養
老
郡
上
石
津
町
域
）
に
四
千
三
百
石
の
知
行
を
与
え

ら
れ
（
西
家
二
千
三
百
石
、
分
家
の
北
・
東
家
各
千
石
）、
明
治
維
新
ま
で
同
地
を
支
配

し
た
特
殊
な
旗
本
で
あ
る
。
江
戸
に
常
駐
す
る
一
般
の
旗
本
と
は
異
な
り
、
知
行
地
に
居

住
し
て
参
勤
交
代
を
行
い
、
交
代
寄
合
美
濃
衆
と
し
て
大
名
並
み
の
格
式
を
与
え
ら
れ
て

い
た
。
三
家
は
、
山
間
盆
地
に
本
拠
を
構
え
る
一
方
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
木
曽
三
川
流

域
治
水
を
管
掌
し
、
膨
大
な
治
水
関
係
史
料
を
蓄
積
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
う
ち
、
西
家
は
、
維
新
後
も
同
地
に
残
り
、
学
区
取
締
や
郡
長
・
衆
議
院
議
員
な

ど
の
公
職
を
歴
任
す
る
な
ど
地
方
名
望
家
と
し
て
存
続
し
、
近
代
史
料
も
含
め
た
膨
大
な

文
書
を
伝
え
た
が
、
北
・
東
家
は
明
治
以
降
相
次
い
で
同
地
を
離
れ
た
た
め
、
そ
の
関
係

文
書
は
分
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

う
ち
、
北
高
木
家
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
絶
家
と
な
り
、
文
書
も
失
わ
れ
た
と
さ
れ
て

き
た
が
、
あ
る
個
人
宅
で
関
係
史
料
が
発
見
さ
れ
、
高
木
家
屋
敷
遺
構
を
は
じ
め
関
連
資

料
の
保
存
・
活
用
を
進
め
て
い
る
岐
阜
県
上
石
津
町
教
育
委
員
会
の
協
力
を
え
て
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
大
変
貴
重
な
治
水
史
料
を
含
む
こ
と
が
わ
か
り
（
概
数
四
千
点
余
）、
そ

の
成
果
の
一
端
は
二
○
○
三
年
春
季
特
別
展
で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
東
高
木
家
旧
蔵
文
書
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
、
徳
川

林
政
史
研
究
所
、
筒
井
稔
氏
、
森
川
勝
之
助
氏
ほ
か
の
所
蔵
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
文
書
は
、
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
）
頃
以
降
に
、
東
家
か
ら
流
出
・
分
散
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
治
水
史
料
だ
け
は
一
括
さ
れ
た
形
で
森
川
家
に
搬
入
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
森
川
家
は
、
高
須
輪
中
の
豪
農
で
、
そ
の
頃
の
当
主
準
之
助
氏
（
現
所
蔵
者
森
川
勝

之
助
氏
の
祖
父
）
は
、
治
水
神
社
建
立
（
一
九
三
八
年
）
に
も
寄
与
さ
れ
る
な
ど
治
水
史

に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
高
木
三
家
と
交
際
の
あ
る
家
と
も
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
散
逸
す
る
可
能
性
の
あ
る
治
水
文
書
を
引
き
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〔高木三館鳥瞰図〕（年未詳、高木貞勝氏提供）
高木三家の居館周辺を描いた鳥瞰図。横断する太線が伊勢街道で、右側（北）が関ヶ原、左側（南）
は伊勢国に通じていた。この道をはさんだ館の位置から、西・東・北家の呼称が生まれた。18世紀
末、尾張藩家臣の樋口好古により「高木三家の館は祢宜村と宮村の間にあり、館を山の峰に構え、
下より見上げ殆ど城郭に彷彿たり、家中屋敷も続いてあり」（『濃州徇行記』）とされた姿が偲ばれる。
石垣や長屋門（1832年再建）など西家の遺構が現存する（1996年に岐阜県史跡指定）。館の隣には、
式内社とされる流彦大明神（現大神神社）がある。
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当
該
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
自
治
体
史
や
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査
が
行
わ

れ
、
そ
の
成
果
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
調
査
か
ら
既
に
数
十
年
が
経

過
し
て
お
り
、
将
来
に
向
け
た
保
存
・
活
用
を
図
る
に
は
、
現
状
確
認
を
含
む
悉
皆
調
査

が
不
可
欠
と
判
断
し
、
森
川
氏
の
ご
協
力
の
も
と
、
前
記
の
上
石
津
町
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
愛
知
県
教
育
委
員
会
と
も
連
携
し
、
調
査
を
開
始
し
た
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

に
よ
り
、
治
水
関
連
文
書
は
五
千
点
を
超
え
る
規
模
で
あ
り
、
時
期
も
近
世
全
般
に
及
ぶ

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
全
容
解
明
に
は
、
い
ま
暫
く
精
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
文
書
管

理
の
あ
り
方
を
示
す
天
保
期
の
文
書
整
理
箱
や
、
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な

史
料
も
見
つ
か
っ
て
お
り
、
今
回
の
特
別
展
で
は
、
そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る

　

今
後
、
継
続
調
査
の
う
え
、
東
家
文
書
に
つ
い
て
も
目
録
を
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
西
・
東
・
北
の
三
高
木
家
文
書
を
デ
ジ
タ
ル
統
合
し
、
関
連
資
料
と
も
リ
ン
ク
づ

け
る
こ
と
で
、
木
曽
三
川
流
域
の
人
と
自
然
の
関
係
史
を
物
語
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
構
築
を

計
画
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
報
環
境
の
整
備
が
、
生
涯
学
習
や
総
合
的
学
習
で
の
活
用

は
も
と
よ
り
、
地
域
研
究
自
体
の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
人
と
自
然
の
関
係
史
や
地
域
文
化

の
見
直
し
に
も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

東高木家文書を伝えた文書箱（一部）
箱書から、天保14年（1843）3月、当役（川通掛）平塚習によって整理されたことがわかる。
文書管理のあり方や文書群の構造を解明するうえでも貴重な資料。

※
今
回
の
特
別
展
で
は
、
東
高
木
家
文
書
（
森
川
勝
之
助
氏
所
蔵
）
の
ほ
か
に
、
一
部
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館

　

所
蔵
高
木
家
文
書
や
北
高
木
家
関
係
文
書
を
参
考
史
料
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
本
冊
子
中
、

　

史
料
標
題
の
あ
と
に
（
西
）
あ
る
い
は
（
北
）
と
注
記
し
て
区
別
し
た
。
な
お
、
特
別
展
期
間
中
、
適
宜
展
示
替

　

え
を
行
う
予
定
。

東高木家旧邸
（1920年頃、高木貞勝氏提供）

東高木家土蔵（現存）
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前
述
し
た
河
川
環
境
の
も
と
、
頻
繁
に
水
災
に
見
舞
わ
れ
た
美
濃
国
で
は
、
独
特
の
負

担
方
式
（
濃
州
国
法
）
で
治
水
事
業
を
行
う
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
国

役
普
請
と
呼
ば
れ
、
幕
府
の
権
限
で
大
規
模
な
普
請
を
行
う
場
合
、
石
高
を
基
準
に
、
普

請
の
実
施
地
域
（
水
下
）
と
そ
れ
以
外
の
地
域
（
遠
所
）
で
負
担
割
合
が
異
な
る
も
の
の
、

美
濃
全
域
（
寛
永
十
四
年
〈
一
六
三
七
〉
以
降
、
手
限
普
請
と
な
っ
た
尾
張
・
大
垣
・
加

納
な
ど
の
諸
藩
を
除
く
）
の
領
主
、
村
々
に
負
担
を
強
制
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
方
式
以
外
に
も
、
幕
府
が
自
ら
の
費
用
負
担
と
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る

公
儀
普
請
（
諸
藩
領
を
含
む
場
合
は
御
救
普
請
と
も
呼
ぶ
）、
幕
命
を
う
け
て
諸
大
名
が

他
領
の
工
事
負
担
を
行
う
手
伝
普
請
、
大
藩
が
自
己
負
担
（
手
限
り
）
で
行
う
大
名
自
普

請
、
村
々
が
自
己
負
担
で
行
う
百
姓
自
普
請
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
が
、
治
水
制
度
の
基
本
は
国
役
普
請
で
あ
り
、
美
濃
で
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
四

七
回
も
の
実
施
を
み
て
い
る
。

　

高
木
三
家
は
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
国
役
普
請
の
奉
行
に
任
じ
ら
れ
る
な
ど
、
早

く
か
ら
木
曽
三
川
流
域
の
治
水
・
用
水
に
関
す
る
役
儀
を
勤
め
た
。
こ
れ
ら
の
役
儀
は
、
い

ず
れ
も
個
別
・
臨
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
規
模
開
発
が
流
域
水
害
に
直
結
し
て
く

る
な
か
、
流
域
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
恒
常
的
な
河
川
管
理
体
制
が
模
索
さ
れ
は
じ
め
る
。

　

そ
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
○
三
）、
高
須
・
福
束
・
本
阿
弥
輪

中
七
十
二
か
村
の
訴
願
を
う
け
た
幕
府
に
よ
る
揖
斐
川
下
流
部
の
新
田
撤
去
で
あ
る
。
翌

年
に
は
、美
濃
全
体
で
も
大
が
か
り
な
河
道
整
備
（
宝
永
の
大
取
払
い
）
が
行
わ
れ
る
が
、

こ
れ
は
、
河
道
を
直
線
化
し
、
洪
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
速
や
か
に
海
へ
排
出
す
る
こ
と
で

被
害
を
最
小
限
化
す
る
方
策
で
あ
り
、
従
来
の
災
害
復
旧
中
心
か
ら
災
害
予
防
に
重
点
を

移
す
、幕
府
治
水
政
策
の
転
換
を
告
げ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
の
宝
永
二
年（
一

七
○
五
）、
高
木
三
家
は
、
美
濃
郡
代
（
笠
松
）
と
同
等
の
権
限
を
有
す
る
川
通
掛
（
水

行
奉
行
）
に
任
命
さ
れ
、
以
後
、
障
害
物
の
撤
去
や
普
請
願
い
の
見
分
等
を
通
じ
て
河
道

管
理
を
行
う
「
多
良
役
所
」
と
し
て
、
笠
松
役
所
と
と
も
に
木
曽
三
川
の
水
政
を
司
る
こ

一　

流
域
治
水
と
三
川
分
流
構
想

と
と
な
る
。

　

こ
こ
で
は
、
高
木
三
家
を
通
し
て
み
た
流
域
治
水
の
変
遷
を
と
り
あ
げ
る
が
、
そ
れ
は
、

宝
暦
治
水
で
取
り
組
ま
れ
る
三
川
分
流
構
想
が
、
流
域
社
会
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
胚
胎

し
、
共
有
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
、
具
体
的
に
辿
る
こ
と
で
も
あ
る
。

（
参
考
）　

川
通
御
用
日
記
（
六
冊
）

　
　
　
　

寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
〜
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

東高木家の川通役人が、春秋の川通巡視など、日々の業務を書きつづった日誌。各冊冒頭には、
交代で年番を勤める三家の川通役人名のほか、連携をとる笠松堤方役人や、流域と関係する大垣
郡奉行等の名簿が記載されている。
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1 
〔
美
濃
国
堤
普
請
に
つ
き
奉
書
〕

　
　
　
　

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
八
月
二
十
九
日

　

こ
の
年
四
月
に
洪
水
が
あ
り
、
美
濃
の
各
地
で
堤
が
破
損
し
た
た
め
、
高
木
権
右
衛
門

（
西
）・
二
郎
兵
衛
（
北
）・
藤
兵
衛
（
東
）
に
「
国
役
人
夫
」
に
よ
る
国
役
普
請
を
命
じ

た
老
中
奉
書
。

2 
〔
濃
州
堤
普
請
に
つ
き
書
状
〕

　
　
　
　

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
九
月
三
日

　

勘
定
奉
行
の
岡
田
豊
前
守
善
政
（
元
美
濃
郡
代
）
か
ら
、今
回
の
国
役
普
請
奉
行
と
な
っ

た
高
木
三
家
に
宛
て
た
書
状
。「
前
々
の
如
く
国
役
に
申
し
触
れ
」、
名
取
半
左
衛
門
（
美

濃
郡
代
）
と
協
力
す
る
こ
と
や
扶
持
方
の
指
示
が
あ
る
ほ
か
、
旧
知
の
間
柄
ゆ
え
の
近
況

報
告
も
記
さ
れ
て
い
る
。
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3 

寛
文
十
一
亥
年
濃
州
木
曽
川
通
坪
内
惣
兵
衛
知
行
堤
御
普
請
覚

　
　
　
　
〔
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
五
月
写
〕

　

寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
国
役
普
請
の
見
積
り
に
つ
い
て
、
美
濃
郡
代
杉
田
及
び
高

木
三
家
か
ら
勘
定
所
へ
照
会
し
た
書
付
の
写
。
原
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
人
足
役

の
あ
り
方
を
知
る
史
料
と
し
て
掲
げ
た
。
こ
の
史
料
で
は
、
水
下
役
は
百
石
に
百
人
、
遠

所
役
は
百
石
に
十
一
人
余
の
計
算
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
国
役
を
免
除
さ
れ
た
領
主
の
分

や
、
幕
領
の
普
請
が
加
算
さ
れ
、
遠
所
役
は
百
石
に
二
十
五
人
、
全
体
で
三
万
四
千
人
余

の
徴
用
と
な
っ
た
。
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4  

乍
恐
奉
願
口
上
覚

　
　
（
三
橋
村
ぐ
み
林
水
行
の
た
め
取
払
方
に
つ
き
糸
貫
川
東
ヶ
輪
村
々
反
対
願
書
）

　
　
　
　

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
六
月
十
三
日

　

幕
府
治
水
政
策
上
の
画
期
と
さ
れ
る
「
宝
永
の
大
取
払
い
」
に
関
係
す
る
史
料
。
水
行

（
流
路
）
見
分
の
た
め
多
良
・
笠
松
両
役
所
が
巡
回
し
た
折
、
糸
貫
川
対
岸
の
西
ヶ
輪
村
々

の
申
し
立
て
で
撤
去
対
象
と
な
っ
た
水
防
林
を
守
る
た
め
、
必
死
の
歎
願
が
行
わ
れ
て
い

る
。
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
避
す
る
た
め
努
力
は
、
他
村
、
他
地
域
と
の
紛
議
を
惹
起
し

た
。
三
橋
村
は
現
本
巣
市
三
橋
（
旧
糸
貫
町
）。
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5　

濃
州
尾
州
勢
州
川
々
御
普
請
所
村
分
ヶ
絵
図
写　

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

　

高
木
家
の
川
通
役
人
が
笠
松
出
張
の
折
、
借
用
・
複
製
し
た
絵
図
で
、
国
絵
図
の
よ
う

に
郡
単
位
に
色
分
け
さ
れ
て
い
る
。
河
川
管
理
の
参
考
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

165.0×215.0 ㎝
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6
〔
普
請
認
可
に
際
し
勘
定
所
へ
の
報
告
を
求
め
る
に
つ
き
書
状
〕

　
　
　
　
〔
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）〕
四
月
二
十
八
日

　

高
木
三
家
と
協
働
し
て
治
水
管
理
を
行
っ
た
笠
松
郡
代
で
あ
る
が
、
官
僚
制
的
に
は
異

な
る
指
揮
系
統
の
も
と
に
あ
り
、
時
と
し
て
矛
盾
と
対
立
を
は
ら
む
関
係
で
も
あ
っ
た
。

河
渡
村
な
ど
が
堤
延
長
を
願
い
出
た
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
勘
定
吟
味
役
と
美
濃
郡
代
を
兼

任
す
る
井
沢
弥
惣
兵
衛
が
、
普
請
の
許
認
可
を
多
良
・
笠
松
の
協
議
で
済
ま
せ
て
き
た
や

り
方
に
反
対
し
、
勘
定
所
へ
の
報
告
を
強
く
要
求
し
て
い
る
。
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7
〔
兼
役
免
除
の
通
知
に
つ
き
書
状
〕

　
　
　
　

  

〔
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）〕
九
月
七
日

　

井
沢
の
美
濃
郡
代
兼
任
期
間
は
三
年
に
も
満
た
ず
、
実
際
の
美
濃
在
国
も
ご
く
短
期
の

も
の
で
あ
っ
た
。「
三
川
分
流
」
を
構
想
し
、
幕
府
要
路
へ
働
き
か
け
た
と
も
さ
れ
る
が
、

そ
れ
を
証
す
る
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

（
参
考
）　

美
濃
国
川
々
水
落
指
支
ニ
付
川
浚
願
書
（
西
）

　
　
　
　

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
十
二
月

　
　
　
　

濃
州
川
々
水
落
指
支
川
浚
願
ニ
付
伺
諸
留
并
御
勘
定
奉
行
衆
江
連
紙
控
（
西
）

　
　
　
　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
正
月

　

元
禄
・
宝
永
の
川
通
取
払
い
に
よ
る
水
行
の
改
善
も
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
悪
水

に
悩
ま
さ
れ
る
高
須
・
七
郷
輪
中
七
十
三
か
村
は
、
幕
府
の
調
査
見
分
と
費
用
負
担
（
公

儀
普
請
）
に
よ
る
川
替
（
堆
積
土
砂
の
浚
渫
す
る
と
と
も
に
、
油
島
地
先
に
百
五
十
間
猿

尾
を
築
き
、
木
曽
・
揖
斐
両
川
の
流
れ
を
変
え
る
等
）
を
要
求
し
た
。
こ
れ
を
う
け
た
多

良
・
笠
松
両
役
所
で
は
、
い
ち
早
く
幕
府
勘
定
所
の
指
示
を
仰
ぎ
、
河
川
状
態
を
確
認
す

る
た
め
の
大
が
か
り
な
流
域
調
査
を
実
施
す
る
。
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8　

濃
州
勢
州
御
領
私
領
七
拾
三
ヶ
村
川
通
墨
引
絵
図
写
シ

　
　
　
　

寛
保
元
年
（
一
七
四
二
）
十
二
月

　

七
十
三
か
村
が
出
願
時
に
添
付
し
た
絵
図
の
写
。
剥
離
し
た
付
箋
が
八
枚
（「
此
所
長

百
五
十
間
築
流
奉
願
候
」「
此
所
長
六
百
間
余
、
巾
二
百
間
余
、
深
常
水
上
下
五
尺
堀
奉
願

候
」「
此
所
長
千
五
百
間
余
、
巾
四
百
間
、
深
常
水
上
下
七
尺
掘
奉
願
候
」
な
ど
）
あ
り
、

そ
の
要
求
内
容
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

55.2×34.4 ㎝
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9　

大
概
御
案
内
絵
図
控

　
　
　
　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
九
月

　

 
調
査
は
、
笠
松
代
官
瀧
川
小
右
衛
門
及
び
高
木
求
馬
（
北
家
）
を
中
心
に
、
供
廻
り

の
ほ
か
出
願
村
々
の
代
表
十
六
人
も
加
わ
り
、
九
月
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
七
日
間
に

わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
絵
図
は
、
一
行
の
案
内
に
供
さ
れ
た
も
の
で
、
桑
名
沖
に

幅
四
㎞
、
全
長
八
㎞
の
巨
大
な
砂
州
や
、
流
下
実
験
の
結
果
と
思
わ
れ
る
螺
旋
状
の
弧
が

描
か
れ
、
流
下
障
害
が
起
き
る
要
因
を
訴
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。60.2×82.2 ㎝
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（
参
考
）　

濃
州
川
々
水
落
見
分
之
趣
申
上
候
書
付
（
北
）　

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）

　

大
が
か
り
な
流
域
調
査
を
も
と
に
、
幕
府
勘
定
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
た
治
水
プ
ラ
ン
の

控
。
七
十
三
か
村
の
要
求
に
従
い
、
油
島
百
五
十
間
猿
尾
等
で
木
曽
・
揖
斐
両
川
の
水
筋

を
分
け
る
方
針
や
揖
斐
川
下
流
部
の
浚
渫
、
土
砂
に
埋
ま
っ
た
佐
屋
川
の
対
策
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、
宝
暦
治
水
に
先
行
す
る
三
川
分
流
策
の
萌
芽
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
寛
保
調
査
と
そ
の
復
命
書
は
、流
域
社
会
と
両
役
所
が
協
働
し
た
成
果
物
と
も
い
え
、

こ
れ
以
後
、流
域
に
お
け
る
治
水
プ
ラ
ン
と
し
て
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
こ
と
に
な
る
が
、

大
規
模
な
普
請
ゆ
え
、
直
ち
に
幕
府
の
許
す
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

10 　

乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
候
（
川
広
願
書
に
つ
き
注
進
書
付
）

　
　
　
　
〔
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
八
月
〕

　

七
十
三
か
村
の
出
願
以
降
、
流
路
変
更
（
水
行
普
請
）
を
要
求
す
る
動
き
が
活
発
化
し

て
い
っ
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
幕
領
・
尾
張
藩
領
の
六
十
一
か
村
惣
代
が
江
戸
へ
出
訴

し
、
越
年
の
う
え
執
拗
に
幕
府
見
分
を
求
め
る
挙
に
出
て
い
る
。
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11　

 

願
書
写
（
三
川
分
流
等
に
つ
き
願
書
）

　
　
　
　

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
正
月

　

三
川
に
対
す
る
明
確
な
分
流
工
事
を
要
求
す
る
運
動
も
起
こ
っ
て
く
る
。
し
か
し
、

「
村
々
少
々
充
存
寄
も
相
違
」
と
あ
る
よ
う
に
、
対
立
す
る
利
害
を
調
整
す
る
の
は
至
難

の
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
須
輪
中
の
南
部
十
五
か
村
が
、
油
島
先
へ
の
築
留
堤
設
置

か
あ
る
い
は
新
川
堀
割
に
よ
り
、
木
曽
・
揖
斐
両
川
の
分
流
を
要
求
し
た
も
の
。

12　
〔
濃
州
御
領
私
領
水
損
所
村
々
高
付
〕

　
　
　
　

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
七
月

　

多
良
・
笠
松
両
役
所
も
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
勘
定
奉

行
所
に
流
域
の
窮
状
を
訴
え
る
た
め
、
尾
張
藩
や
大
垣
藩
な
ど
か
ら
情
報
収
集
し
、
村
々

の
損
毛
（
農
作
物
の
被
害
）
率
を
は
じ
き
出
し
た
も
の
。
流
域
二
四
四
か
村
の
う
ち
、
最

近
五
か
年
の
損
毛
率
が
八
割
を
超
え
る
村
が
一
〇
八
か
村
に
及
ぶ
と
い
う
危
機
的
な
状
況

が
示
さ
れ
て
い
る
。
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13　

 

日
記

　
　
　
　

延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
二
月
二
十
七
日
条

　

延
享
五
年
に
は
、
流
域
で
初
め
て
「
御
手
伝
普
請
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
軍
役

に
準
じ
て
諸
大
名
が
負
担
す
る
も
の
で
、
こ
の
時
は
奥
州
二
本
松
藩
が
担
当
し
た
。
東
高

木
家
当
主
貞
往
の
自
筆
日
記
中
に
は
、
普
請
見
廻
り
の
際
、
幕
府
勘
定
方
井
沢
弥
惣
兵
衛

（
為
永
の
子
）
と
会
談
し
た
折
、
油
島
地
先
の
杭
出
計
画
を
縮
小
す
る
動
き
に
対
し
、
貞

往
が
「
此
度
の
御
普
請
の
要
」
と
し
て
こ
れ
を
批
判
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
高
木

家
と
し
て
は
、
油
島
・
長
島
間
で
木
曽
・
揖
斐
両
川
を
分
離
す
る
策
を
最
重
要
視
し
て
い

た
こ
と
に
な
ろ
う
。

14　

覚
（
濃
州
水
場
村
々
普
請
見
分
伺
い
に
つ
き
書
付
）

　
　
　
　

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

　

高
木
三
家
も
、
勘
定
奉
行
所
に
対
し
要
求
を
続
け
て
い
た
。
ま
た
、
江
戸
留
守
居
を
通

じ
、
幕
閣
周
辺
へ
の
賄
賂
工
作
を
計
画
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
動
員
し
て
水
行
普

請
の
実
現
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
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流
域
村
々
及
び
多
良
・
笠
松
両
役
所
に
よ
る
、
長
年
に
わ
た
る
水
行
普
請
要
求
が
よ
う

や
く
実
を
結
ぶ
時
が
来
た
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
五
月
、
幕
府
が
派
遣
し
た
代
官
吉

田
久
左
衛
門
は
、
高
木
三
家
や
郡
代
青
木
次
郎
九
郎
ら
と
と
も
に
現
地
調
査
を
行
い
、
三

川
分
流
に
む
け
た
壮
大
な
工
事
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。
こ
の
過
程
で
流
域
村
々
や
関
係
役

人
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
は
二
八
○
点
余
に
の
ぼ
り
、そ
の
多
く
は
普
請
願
い
の
有
無
・

内
容
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
他
村
々
の
普
請
願
い
に
反
対
す
る

意
見
書
が
約
五
○
点
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
普
請
の
実
施
が
、
さ
ら
な
る
地
域

間
対
立
を
増
幅
す
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
同
年
十
二
月
、
薩
摩
藩
島
津
氏
に
手
伝
普
請
が
命
じ
ら
れ
、
翌
宝
暦

四
年
二
月
か
ら
五
年
五
月
ま
で
続
く
、
い
わ
ゆ
る
「
宝
暦
治
水
」
が
開
始
さ
れ
た
。
普
請

は
四
つ
の
工
区
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
東
高
木
家
の
高
木
内
膳
貞
往
が
担
当
し
た

三
之
手
（
墨
俣
輪
中
〜
本
阿
弥
輪
中
）
普
請
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
。

こ
の
三
之
手
で
困
難
を
極
め
た
の
は
、
長
良
・
揖
斐
両
川
を
貫
流
す
る
大
榑
川
に
洗
堰
を

設
け
る
工
事
で
あ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
大
榑
川
洗
堰
や
、
次
項
に
み
る
油
島
締
切
堤

な
ど
も
含
め
、
当
時
の
普
請
の
あ
り
方
は
、（
自
然
観
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
が
）
慎
重
な

試
行
と
絶
え
ざ
る
見
直
し
に
特
徴
が
あ
り
、
当
初
プ
ラ
ン
に
固
執
す
る
硬
直
し
た
姿
勢
は

見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、「
見
試
し
」
と
い
う
修
正
を
織
り
込
ん
だ
手
法
で
あ
り
、
今
な

お
汲
む
べ
き
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

実
際
の
普
請
は
、
前
年
の
洪
水
破
損
箇
所
修
復
と
定
式
普
請
を
行
う
一
期
工
事
と
、
水

行
直
し
の
二
期
工
事
に
分
け
ら
れ
、
い
ず
れ
も
幕
府
普
請
方
の
設
計
に
も
と
づ
き
、
薩
摩

藩
が
人
員
・
資
材
を
調
達
し
た
が
、
未
曽
有
の
負
担
と
多
大
な
犠
牲
を
払
う
こ
と
に
な
っ

た
。
な
お
普
請
は
、
原
則
と
し
て
村
方
請
負
に
よ
り
、
文
字
通
り
老
若
男
女
が
参
加
し
て

竣
工
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

し
か
し
、
大
榑
川
洗
堰
の
如
く
、
宝
暦
治
水
に
よ
り
利
益
を
得
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
不

利
益
を
蒙
る
地
域
も
あ
り
、
竣
工
そ
の
も
の
が
、
新
た
な
矛
盾
と
地
域
間
争
論
へ
の
契
機

二　

宝
暦
治
水
の
諸
相

と
な
り
う
る
と
こ
ろ
に
、
流
域
治
水
の
困
難
性
が
あ
っ
た
。

15　

笠
松
御
代
官
青
木
次
郎
九
郎
様
よ
り
公
儀
江
御
伺
并
御
勘
定
所
よ
り
御
附
紙
之
写

　
　
　
　
　

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
五
月

　

宝
暦
治
水
直
前
の
三
川
下
流
部
の
状
況
を
示
す
史
料
。
長
島
周
辺
の
川
漁
場（
16
絵
図
）

を
入
札
で
請
け
負
わ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
激
し
い
土
砂
堆
積
で
「
川
床
埋
り
漁
猟
場

相
減
候
」
た
め
、
応
札
者
の
確
保
に
も
難
渋
し
た
と
あ
る
。
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16　

長
嶋
東
西
外
川
漁
猟
場
之
境
絵
図

　
　
　
　
〔
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
十
月
〕

17　

乍
恐
以
書
付
奉
願
候
御
事
（
水
損
村
々
普
請
願
書
）

　
　
　
　

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
五
月

　

吉
田
久
左
衛
門
ら
に
よ
る
事
前
調
査
時
に
提
出
さ
れ
た
高
須
輪
中
村
々
の
意
見
書
。
三

川
分
流
の
た
め
、
逆
川
、
大
榑
川
、
油
島
・
長
島
間
を
そ
れ
ぞ
れ
築
留
と
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

60.4×127.4㎝
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18　
〔
手
伝
普
請
に
つ
き
役
人
衆
血
判
起
請
文
〕

　
　
　
　
　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
二
月
二
十
二
日

 
普
請
に
動
員
さ
れ
る
東
高
木
家
の
下
級
家
臣
や
従
者
が
、
守
秘
義
務
を
守
り
、
行
為
を

慎
む
こ
と
を
誓
約
し
た
も
の
。
作
法
通
り
、前
書
（
本
文
）
と
神
文
は
逆
手
で
継
が
れ
（
起

請
文
継
）、
神
文
は
八
咫
烏
と
宝
珠
が
配
さ
れ
た
熊
野
牛
王
紙
の
裏
に
楷
書
体
で
書
か
れ
、

各
人
の
血
判
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

19　

養
老
柏
尾
両
谷
川
通
濃
州
多
芸
郡
飯
木
村
定
式
御
手
伝
御
普
請
所
人
足
帳

　
　
　
　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
五
月

　

飯
木
村
（
現
養
老
町
）
が
一
期
工
事
の
定
式
普
請
（
幕
領
で
毎
春
行
わ
れ
た
定
式
普
請

も
手
伝
普
請
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
）
で
出
し
た
人
足
三
三
九
三
人
の
書
き
上
げ
。
居
村

人
足
以
外
に
、
居
村
子
供
人
足
一
三
九
人
、
他
国
雇
人
足
二
六
五
人
が
含
ま
れ
て
い
る
。



－  21  －

20　
〔
普
請
所
村
方
へ
積
帳
申
付
に
つ
き
書
状
〕

　
　
　
　
〔
宝
暦
四
年
〕（
一
七
五
四
）
九
月
二
十
四
日

　

第
二
期
工
事
に
お
け
る
追
加
普
請
請
負
の
た
め
、
関
係
村
々
に
手
伝
方
元
小
屋
で
の
仕

様
帳
写
取
り
と
見
積
書
提
出
を
触
れ
た
こ
と
を
報
告
す
る
手
伝
方
役
人
書
状
。
宝
暦
治
水

で
は
、
地
元
御
救
と
し
て
村
方
請
負
方
式
が
採
ら
れ
て
い
た
。

21　

濃
州
安
八
郡
長
良
川
通
猿
尾
継
足
・
大
榑
川
常
水
堰
百
姓
自
普
請
絵
図

　
　
　
　
〔
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
七
月
〕

　

大
榑
川
は
、
長
良
川
か
ら
激
し
い
流
れ
と
な
っ
て
揖
斐
川
に
注
い
で
お
り
、
享
保
十
三

年
（
一
七
二
八
）
洪
水
以
来
、
沿
岸
村
々
の
被
害
が
増
大
し
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
福

束
・
多
芸
輪
中
村
々
が
再
三
に
わ
た
っ
て
公
儀
普
請
を
願
っ
た
が
叶
わ
ず
、寛
延
三
年
（
一

七
五
〇
）
に
漸
く
自
普
請
が
許
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
流
頭
部
に
喰
違
堰
を
設
け
て
水
量
調

節
を
狙
っ
た
が
、
期
待
し
た
効
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
宝
暦
治
水
で
は
締
切
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
る
。

86.0×61.0 ㎝
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22　

乍
恐
書
付
を
以
御
願
申
上
候
（
普
請
仕
様
に
つ
き
願
書
お
よ
び
請
書
）

　
　
　
　

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
十
一
月

　

大
榑
川
の
締
切
工
事
に
際
し
、
影
響
を
憂
慮
し
た
対
岸
の
桑
原
・
小
藪
輪
中
か
ら
は
、

本
堤
同
様
の
仕
様
な
ら
ば
輪
中
堤
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
洗
堰
の
採
用
を
求

め
ら
れ
て
い
る
。
結
局
、
洗
堰
と
の
決
定
が
な
さ
れ
た
た
め
、
要
求
は
撤
回
さ
れ
た
が
、

後
年
、
洗
堰
の
機
能
が
強
化
さ
れ
る
に
従
い
、
長
良
川
筋
の
村
々
で
は
河
床
及
び
水
位
の

上
昇
が
起
こ
り
、
つ
い
に
は
洗
堰
の
撤
去
を
も
と
め
る
争
論
も
勃
発
す
る
。

23 

〔
大
榑
川
洗
堰
出
来
形
絵
図
〕

　
　
　
　
〔
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）〕

 

完
成
し
た
洗
堰
は
、当
時
の
普
請
技
術
の
粋
を
集
め
た
全
長
九
十
八
間
（
約
一
七
七
m
）、

横
二
十
三
間
（
約
四
二
m
）
の
巨
大
な
構
造
物
で
あ
っ
た
。
絵
図
中
に
は
、
使
用
さ
れ
た

蒔
石
、
蛇
籠
、
笈
牛
、
枠
の
ほ
か
、
複
数
の
貼
紙
を
め
く
る
と
、
護
岸
用
の
粗
朶
羽
口
な

ど
の
内
部
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

61.0×147.6 ㎝
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24　

濃
州
中
嶋
郡
村
々
江
可
相
渡
江
代
米
・
御
手
当
米
・
御
地
代
米
大
榑
川
願
村
々
江
割

　
　

賦
帳

　
　
　
　

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
五
月

　

大
榑
川
普
請
を
求
め
た
一
九
八
か
村
は
、
組
合
を
結
成
し
、
洗
堰
の
維
持
に
あ
た
る
と

と
も
に
、
洗
堰
で
被
害
を
受
け
る
村
々
へ
の
補
償
と
し
て
、
江
代
米
（
排
水
路
費
）・
水

損
手
当
米
・
潰
地
代
米
（
小
藪
村
の
重
田
普
請
に
よ
る
土
取
跡
地
代
）
あ
わ
せ
て
二
七
七

石
余
を
高
割
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

25　

 

乍
恐
奉
願
上
候
御
事
（
大
榑
川
洗
堰
普
請
願
書
）

　
　
　
　

亥
（
宝
暦
五
／
一
七
五
五
）
六
月

　

洗
堰
は
、
三
月
二
十
八
日
に
竣
工
し
た
が
、
五
月
末
の
洪
水
で
右
岸
が
決
壊
し
、
そ
の

機
能
を
失
う
（
26
絵
図
）。
そ
こ
で
宝
暦
八
年
、
位
置
を
長
良
川
落
口
に
変
更
し
、
洗
堰

組
合
村
々
の
自
普
請
（
地
元
負
担
）
で
再
築
さ
れ
た
。
以
後
も
、
組
合
村
々
の
手
で
洗
堰

の
維
持
管
理
が
続
け
ら
れ
、
明
治
改
修
ま
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
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26 　

大
榑
川
洗
堰
大
藪
村
方
外
畑
欠
所
絵
図

　
　
　
　
〔
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）〕

27　

乍
恐
以
書
付
御
歎
願
奉
申
上
候

　
　
（
小
藪
村
潰
地
代
金
の
再
出
金
免
除
願
う
に
つ
き
書
付
）

　
　
　
　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
六
月

　

宝
暦
八
年
の
洗
堰
再
築
以
来
、
そ
の
維
持
費
や
代
米
負
担
の
た
め
洗
堰
組
合
か
ら
の
離

脱
が
続
出
し
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
は
三
十
四
か
村
ま
で
減
少
し
た
。
そ
こ
で
、

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）、
総
額
五
百
両
を
笠
松
役
所
に
上
納
し
、
潰
地
代
米
の
永
代
免

除
を
得
た
が
、
そ
れ
さ
え
も
財
政
悪
化
で
破
棄
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

43.6×31.2 ㎝
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28　

濃
州
川
々
三
之
手
水
行
・
圦
樋
・
定
式
・
急
破
御
手
伝
御
普
請
勘
定
帳

　
　
　
　

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
十
二
月

　

三
之
手
普
請
で
、
幕
府
負
担
と
な
る
諸
色
入
用
額
を
報
告
す
る
大
部
な
帳
簿
の
写
（
全

部
で
四
八
七
丁
）。
材
木
ほ
か
金
二
一
八
六
両
余
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
薩
摩
藩
が
負

担
し
た
人
足
や
資
材
運
搬
費
用
等
に
つ
い
て
は
未
詳
。
原
本
に
は
、
手
伝
方
総
奉
行
平
田

靫
負
以
下
が
署
名
押
印
し
、
勘
定
奉
行
一
色
周
防
守
以
下
が
奥
印
し
て
い
る
が
、
平
田
は

「
病
死
」
と
あ
り
、
無
印
。
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29　

三
之
手
水
行
・
定
式
・
急
破
御
普
請
出
来
形
絵
図

　
　
　
　
〔
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
五
月
〕

　

宝
暦
治
水
時
、高
木
内
膳
（
東
高
木
家
当
主
）
が
担
当
し
た
三
之
手
の
竣
工
図
で
あ
る
。

絵
図
中
に
桃
色
で
強
調
さ
れ
た
部
分
が
定
式
・
急
破
普
請
（
一
期
工
事
）、
大
榑
川
洗
堰

な
ど
赤
色
の
部
分
が
水
行
普
請
（
二
期
工
事
）
で
あ
る
。
絵
図
左
右
の
貼
紙
部
分
に
は
、

絵
図
中
の
記
号
と
対
応
す
る
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
工
箇
所
と
施
工
内
容
が
詳
細
に
記
さ

れ
、
こ
の
工
事
の
規
模
と
目
的
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

149.3×183.0 ㎝ 袋共
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宝
暦
治
水
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
大
榑
川
洗
堰
や
油
島
締
切
堤
は
、
そ
の
後
の
修
築
を
へ

て
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り
、
三
川
合
流
の
問
題
に
は
一
定
の
解
決
を
も
た
ら
し
た
が
、

水
勢
の
鈍
化
や
土
砂
堆
積
作
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
間
矛
盾
を
増
幅
し
、
よ
り
広

域
化
し
た
争
論
を
惹
き
起
こ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
根
本
的
に
解
決
す
る
に
は
、
大
規
模
な
河
道
整
備
な
ど
、
上
流
か
ら

下
流
に
い
た
る
流
域
一
貫
の
施
策
が
不
可
欠
と
な
る
が
、
幕
藩
領
主
制
の
枠
内
で
は
自
ず

と
限
界
が
あ
り
、
新
た
な
条
件
の
も
と
で
の
課
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
流
域
社
会
の
な
か
に
、
利
害
を
調
整
し
、
連
帯
す
る
い
く
つ
か
の
地
域

グ
ル
ー
プ
や
組
織
が
育
っ
て
い
く
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
は
、「
一
」

で
み
た
十
八
世
紀
以
降
の
動
き
と
し
て
理
解
で
き
る
が
、
未
だ
萌
芽
的
で
あ
る
そ
れ
を
、

捉
え
き
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
幕
藩
体
制
が
揺
る
ぎ
だ
す
な
か
で
、
治
水

問
題
と
流
域
社
会
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
い
、
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
な

ど
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
点
に
十
分
踏
み
込
め
て
は
い
な
い
が
、
調
査
過
程
で
確
認
さ
れ

た
、
宝
暦
治
水
以
後
の
争
論
や
騒
動
の
う
ち
、
右
記
の
点
に
触
れ
る
特
徴
的
な
史
料
を
配

置
し
た
。

　
　
〔
松
之
木
村
堤
通
絵
図
〕　　

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）

三　

地
域
間
の
矛
盾
と
対
応

30　
〔
油
島
地
先
明
所
締
切
等
願
絵
図
〕

　
　
　
　

年
未
詳

76.2×142.8 ㎝

27.8×78.8 ㎝
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31　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
油
島
締
切
願
書
）

　
　
　
　
〔
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）〕
八
月

　

大
榑
川
以
上
の
難
所
、
三
川
合
流
点
の
油
島
・
松
之
木
間
（
約
二
㎞
）
で
の
締
切
工
事

は
、
様
子
を
み
る
た
め
、
中
間
の
三
百
間
余
（
約
五
四
○
m
）
を
明
け
た
ま
ま
竣
工
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
揖
斐
川
筋
村
々
が
、
中
明
口
か
ら
土
砂
が
馳
込
む
（
32
絵
図
）
と
し
て
締

切
を
願
っ
た
も
の
。

32　

勢
州
油
島
地
先
洗
堰
〆
切
御
普
請
願
絵
図

　
　
　
　
〔
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
八
月
〕

62.5×116.4 ㎝
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33　

乍
恐
奉
願
上
候
御
事
（
油
島
中
明
普
請
反
対
願
書
）

　
　
　
　
〔
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）〕
八
月

　

揖
斐
川
筋
村
々
の
動
き
に
対
し
、
木
曽
川
沿
い
の
尾
州
海
西
郡
・
海
東
郡
九
十
八
か
村

は
、
油
島
締
切
堤
に
よ
る
尾
張
側
堤
へ
の
影
響
で
、
宝
暦
七
年
の
西
保
村
堤
決
壊
に
よ
る

大
水
害
な
ど
が
生
じ
て
い
る
と
し
、
断
固
反
対
を
唱
え
て
い
る
。
宝
暦
治
水
の
よ
う
な
大

規
模
普
請
は
、
争
論
を
も
広
域
化
さ
せ
た
。

34　
〔
尾
州
海
東
郡
海
西
郡
村
々
出
願
に
つ
き
添
簡
〕

　
　
　
　
〔
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）〕
八
月
十
八
日

　

海
東
・
海
西
両
郡
惣
代
に
よ
る
多
良
役
所
出
願
を
依
頼
す
る
尾
張
藩
郡
奉
行
の
添
簡
。

支
配
違
い
の
出
願
に
は
、
必
ず
領
主
役
所
の
添
簡
を
必
要
と
し
た
。
な
お
、
惣
代
は
、
服

部
弥
兵
衛
・
服
部
市
兵
衛
ら
五
名
。
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（
参
考
）〔
東
海
道
佐
屋
川
通
洲
浚
い
に
つ
き
書
付
〕

 

〔
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）〕
閏
六
月
十
一
日

　

尾
州
領
と
の
関
係
で
は
、
佐
屋
川
問
題
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
街
道

筋
の
船
路
押
埋
り
場
所
の
洲
浚
い
に
際
し
、
高
木
三
家
が
見
廻
り
を
命
じ
ら
れ
た
際
の
も

の
。

35　

差
上
申
御
請
書
之
事
（
松
之
木
村
地
先
寄
洲
流
作
場
取
払
い
請
書
）

　
　
　
　

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十
二
月
二
十
二
日

　
　

大
榑
川
洗
堰
組
合
三
十
五
か
村
が
油
島
喰
違
猿
尾
六
十
三
か
村
組
合
を
訴
え
た
も

の
。「
宝
永
年
中
御
規
定
」
に
も
と
づ
き
、
水
行
障
り
と
な
る
竹
木
寄
洲
流
作
場
は
、
例

外
な
く
撤
去
が
求
め
ら
れ
た
。
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36　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
御
事
（
水
行
直
し
普
請
願
書
）

　
　
　
　
〔
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）〕
九
月

　

宝
暦
治
水
後
も
、
揖
斐
川
筋
の
水
位
上
昇
、
滞
水
状
況
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
明

和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
手
伝
普
請
で
は
油
島
中
明
け
に
喰
違
堰
が
設
置
さ
れ
る
。
し
か

し
、
状
況
は
改
善
さ
れ
ず
、
揖
斐
筋
輪
中
村
々
は
、
さ
ら
に
海
口
部
で
の
締
切
を
要
求
す

る
こ
と
で
（
37
絵
図
）、
新
た
な
紛
争
を
惹
起
す
る
。

37　
〔
高
須
・
本
阿
弥
・
太
田
・
金
廻
・
七
郷
輪
中
水
行
直
普
請
願
絵
図
〕

　
　
　
　
〔
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）〕
九
月

156.0×67.6 ㎝
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38　

御
吟
味
ニ
付
以
書
付
奉
申
上
候
事
（
羽
根
駒
野
谷
先
浚
い
請
書
に
つ
き
届
）

　
　
　
　

安
永
八
年
（
一
七
七
九
）

　

川
の
本
流
の
み
な
ら
ず
、
断
層
谷
の
排
出
土
砂
も
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た
（
39
絵
図
）。

羽
根
・
駒
野
両
村
境
の
飯
盛
谷
で
は
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
以
来
、
定
浚
い
場
と
し

て
両
村
の
自
普
請
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
も
限
界
に
達
し
た
た
め
、
上
流
部
の
益
村

十
三
か
村
に
連
帯
を
求
め
、
谷
浚
組
合
結
成
を
め
ざ
し
た
。

39　
〔
飯
盛
谷
砂
出
絵
図
〕

　
　
　
　
〔
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）〕
三
月

86.4×61.5 ㎝
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40　

麁
絵
図
面
（
森
部
輪
中
大
榑
川
洗
堰
下
江
堀
継
伏
樋
願
絵
図
）

　
　
　
　
〔
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）〕

　

大
榑
川
洗
堰
の
影
響
で
水
位
が
上
昇
し
、
排
水
が
困
難
と
な
っ
た
森
部
輪
中
で
は
、
巧

み
な
技
術
で
中
村
川
の
下
に
樋
を
埋
め
（
伏
越
）、
川
下
へ
の
排
水
路
の
延
長
（
江え
さ
げ下
）

を
行
っ
た
が
、
そ
れ
も
効
果
が
薄
れ
て
き
た
た
め
、
さ
ら
に
福
束
輪
中
猿
尾
を
伏
越
し
、

江
下
し
て
大
榑
川
へ
排
水
し
よ
う
と
計
画
し
た
。

41　

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
（
森
部
輪
中
伏
越
江
下
反
対
願
書
）

　
　
　
　

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）

　

森
部
輪
中
の
計
画
に
対
し
、
大
榑
川
洗
堰
組
合
は
、
洪
水
時
に
、
伏
越
樋
や
江
筋
が
吹

き
抜
け
、
大
災
害
に
な
る
危
険
性
を
指
摘
し
て
反
対
し
た
た
め
、
計
画
は
頓
挫
し
た
。

　

な
お
、
一
九
七
六
年
豪
雨
で
旧
森
部
輪
中
の
堤
防
が
決
壊
し
た
折
、
古
地
図
の
樋
門
跡

と
決
壊
場
所
が
一
致
し
た
こ
と
が
あ
り
、
組
合
側
の
主
張
も
理
解
で
き
る
。
古
地
図
に
は

こ
う
し
た
貴
重
な
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
、
防
災
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

56.0×40.4 ㎝
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42　

石
津
郡
万
寿
新
田
騒
立
一
件

　
　
　
　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
七
月

　

治
水
を
め
ぐ
る
対
立
が
深
刻
化
し
た
事
件
と
し
て
、
万
寿
騒
動
一
件
が
あ
る
。
同
年
四

月
の
揖
斐
川
洪
水
で
万
寿
新
田
の
圦
樋
が
壊
れ
、
こ
れ
は
輪
中
村
々
が
負
担
し
た
工
事
費

を
郡
代
ら
が
着
服
し
、
手
抜
き
工
事
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
、
数
千
人
の
農
民
が

蜂
起
し
、
関
係
者
の
屋
敷
を
打
ち
毀
し
た
騒
動
。
獄
門
四
名
ほ
か
、
多
数
の
処
罰
者
を
出

し
、
郡
代
も
ま
た
江
戸
に
召
還
さ
れ
る
途
中
で
切
腹
あ
る
い
は
病
死
し
た
と
さ
れ
る
。
大

垣
で
の
百
姓
取
調
ほ
か
、
臨
場
的
な
記
述
も
あ
る
興
味
深
い
記
録
。

43 

〔
濃
州
・
勢
州
川
々
御
普
請
所
絵
図
〕

　
　
　
　

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
十
月

　

万
寿
騒
動
の
直
後
、
普
請
目
論
見
が
行
わ
れ
、
大
規
模
な
手
伝
普
請
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
万
寿
騒
動
の
沈
静
化
を
図
っ
た
も
の
と
の
評
も
あ
る
が
、
そ
の
巡
回
時
に
用
い

ら
れ
た
絵
図
。

62.4×43.2 ㎝
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44　

差
出
申
済
口
一
札
之
事

　
　
　
　

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
十
一
月

　

揖
斐
・
長
良
・
中
村
の
三
川
に
囲
ま
れ
た
中
村
は
、
元
来
地
高
で
囲
堤
を
不
要
と
し
た

が
、
宝
暦
治
水
後
の
水
位
上
昇
に
対
し
、
周
辺
輪
中
と
の
争
論
を
経
て
安
永
六
年
（
一
七

七
七
）
に
は
居
村
の
囲
堤
を
完
成
さ
せ
、
さ
ら
に
堤
外
ま
で
輪
中
を
拡
大
し
よ
う
と
し
て

大
垣
輪
中
と
対
立
し
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